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 海底堆積物環境は、地球最後のフロンティアとして認識されている広大な生物圏である。







 本学位論文では、海底堆積物における最優占細菌群の 1 つである未培養 Chloroflexi
門細菌の分離・培養し、その詳細な生理学・遺伝子学的諸性質を明らかにすることを目
的として研究を行った。本論文は上述した研究背景（第 1 章）を含め、全 7 章から構成さ
れている。  




 第 3 章では、海底堆積物中から初めて分離された Chloroflexi 門細菌である Pelolinea 
submarina MO-CFX1 株の遺伝学的特徴の解明を行った。本研究で得られた完全長ゲ




 第 4 章では、本研究によって海底堆積物環境から分離された Chloroflexi 門
Anaerolineae 綱に属する新目を代表する細菌の生理学的特徴を決定し、その性状に基
づいた命名を行った。Aggregatilinea lenta MO-CFX2 株は、多細胞性繊維状の通性嫌
気性細菌である。MO-CFX2 株は、対数増殖期においてその倍加時間が 19 日程度必要






された Anaerolineae 綱細菌の内部構造には見られないユニークな細胞構造であった。 















 第 7 章では、本研究を通して得られた知見を総括した。海底堆積物中の微生物代謝プロ
セスにおいて、Chloroflexi 門細菌の培養株に基づいた生理学的特徴を決定したことで、
本研究で得られた培養株がリンや特定の有機物循環に関与している可能性を示した。一
方で、微生物学的な側面から考えると、海底堆積物から得られた難培養性の未培養系統分
類群に属する微生物群をラボ内で培養することができることを示した。以上のことから、
これまでの知見に加えて、新たな海底堆積物中の微生物代謝プロセスに Chloroflexi 門細
菌が関与していることを本研究により示した。  
 
